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1 評価の実施方法                 |
(1)評価の手法                |
書面調査及び訪問調査によって評価を行なう。利用者の意向を把握する事の重要性を鑑

み、第二者評価と併せて利用者調査を実施する。

(2)評価基準

評価基準は、「大脚符福社サービス第二者評価基準有イドライン」に定める全て
の評価

|

項目を含む。                  |
なお独自に評価項目を定める場合は、福社サービス

1第

二者評価事業の趣旨を遵守する。

(3)事前説明               |
事業所へ事前に訪問し、評価方法の説明を行なう。

|

|

(4)評価調査者                |
一件の第二者評価について、二人以上 (組織運営笥理業務に 3年以上の経験を■して

いる者と、福社・医療・保健分野の有資格者もしく|は学識経験者で当該業務を 3年以
|

上経験している者)の評価調査者が一貫してあたる|

(5)事前調査                 |
事前に事業者から事業所の概要書・各種マニュアィ・事業計画書等基礎的資料を提出

|

して頂き、事前点検を行なうとともにヽ事前に第キ
者評価チェックリストに基づ、経

営者層・職員それぞれ自己評価をして頂き、それqっぃても十分な検討を行う。

(6)訪問調査                  |
①オリエンテーション

②準備文章の確認

③施設見学

④検食・食事状況見学

⑤事業者へのとアリング

⑥利用者へのヒアリング

④意見交換

③調査報告書作成
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2 評価決定の方法
               |

(1)評価結果のとりまとめ            |
第二者評価の公正及び中立性を確保する

評価調査者の合議によつて、評価結果を i

(2)プライバシーの保護
|

評価結果のとりまとめに際しては、プライバシーの
に
護等に関する配慮を行なう。

(3)事業所コメントの確認

        〒なう。
 |評価結果について事業者と調整、確認をイ

|

3 評価結果の公表方法
(1)事業所に対する報告及び同意の確認

評価の結果について、事業所に報告し同意を得て、

果公表要領Jに基づき、公表するものとする。

(2)大切府に対する報告

「大阿府福祉サービス第二者評価結

評価結果のうち「大阪府福祉サービス第二

価の実施状況を把握するために必要と認められる

大阪府に報告する。

(3)公表

評価結果の内容を大阪府が公表することに同意す

者の同意がない場合には、その旨を報告する。

。ただし評価結果の公表に、事業

果公表要領Jに定める事項及び評

項について、評価終了後速やかに
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